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新年に入りましても、ますます寒くて乾燥の日々が続いております。本日も乾燥性

湿疹の患者様が非常に多く来院されました。特にお子様のひどい乾燥肌の症状がちら

ほら居て、中には両頬がひび割れている子も居ました。私は子供の乾燥を治すために

は、御家族様の協力が必要だと思っております。 

 

皮膚が乾燥するとバリア機能が低下して様々な病気になりやすくなります。ステロ

イド剤を使わずに、単なる保湿剤の外用だけでかゆみが収まる場合が多々あります。 
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保湿剤も症状に応じて使い分けましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保湿剤も症状に応じて使い

分けましょう。市販のもので

保湿が追いつかない理由の一

つがここにあります。 

患者様で多い事例が保湿の

量が足らない場合です。ケチ

らずにしっかり塗って冬の乾

燥からお肌を守って健やかに

過ごしたいものですね。 

 

 

毎月恒例の鍋パーティー

をしました。みんなで盛り

上 が り ま し た ！ ！ ！

 


